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論　　文　　の　　要　　旨

　著者はラ4GeV／cの負のπ中間子を12CおよびLi原子核標的に入射させ，後方角度領域（実験室

系θ＝70。～145。）に包含的に生成される短寿命中性K中間子K婁の生成断面積を測定した。さらに，

その生成反応メカニズムを原子核のクォーク描像に基づいて論じている。

　後方Ko申間子生成反応は，クォーク描像による原子核物理の研究において次のような特色をもつ：

（1）K0粒子はストレンジクォークsおよび反ストレンジクォークすを価クォークに持つ中間子である。

一方，入射π中間子，標的原子核の核子はuおよびdクォークのみを価クォークに持つハドロンであ

るから，K0粒子中のs及びすは，クォーク反クォーク対s；としてハドロン真空（量子色力学真空）

状態から生成される。即ちこの反応はラストレンジクォークの関与するクォーク再結合反応である。

（2）前記の後方角度領域においては，入射π中聞子と核内の自由で単独な核子との反応では運動学的に

Ko粒子の生成は禁止される。したがって，この領域のKo粒子生成は，核物質中の多体効果を選択的

に取り出す手段となる。

　以上の特色のもとに，著者は高エネルギー物理学研究所の12GeV陽子シンクロトロンによる2次

ビームを利用して実験をおこなった。K9粒子の崩壊粒子対π十，π一の同時測定により生成鵡粒子の

測定が，大立体角円筒型磁気スペクトロメーターを使用しておこなわれた。K0粒子の同定・測定のた

めには，生成反応位置および崩壊バーテックスの精度のよい検出が不可欠である。そのために，シリ

コンマイクロトリップ検出器および円筒ドリフトチェンバー型バーテックスチェンバーが製作され

た。
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　実験の結果，π12C→Kg　Xおよびπ6Li→Kg　X反応の微分断面積が，実験室系反応角70。〈θ＜

ユ4ポの範囲にわたってえられた。

　著者は，クォークパートン模型に基づいてK0生成微分断面積の計算をおこない，実測値と比較して

いる。この理論値は，12CおよびLiのすべての角度にわたって，微分断面積の絶対値を過少評価（約

ユ／3）することがわかった。そこで著者は，クォーク再結合因子が参与する標的核内核子数に比例

するとして，この模型に基づく計算の修正をおこなった。その結果，王2CおよびLiの標的核に関して

反応角70。～90。にわたっては微分断面積のよい再現性をえたが，90。より大きい角度では改善はえ

られたもののなお約1／1．5の断面積の過少評価であることが判明した。

審　　査　　の　　要　　旨

　原子核を構成する核子はすでに素粒子ではなく，3個の素粒子クォークからできていることがわ

かっている。したがって，原子核を核子の集合体としてではなく，より基本的な階層であるクォーク

のレベルで理解することが，今日の原子核物理学の大きな課題である。著者はこの観点から，原子核

内に価クォークとしては存在しないストレンジクォークSに着目し，核内のハドロン真空から対生成

されるs　sの産物であるKo粒子の生成微分断面積の測定をおこなった。後方角度領域における原子核

標的からのK0粒子生成微分断面積の測定は，著者の実験が最初である。さらに著者は，クォークパー

トン模型による理論的計算を行い，生成微分断面積の定量的比較を試みている。これらの結果は，

ク才一ク描像による原子核物理の進展に十分寄与するものと評価できる。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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